
資料　１

平成２７年度事業の進捗状況

№ 予算額
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740

合計 20,000 【単位：千円】

年４回の開催予定。第1回を5月22日、第2回を7月27日、第3回を10月26日実施。
第4回を2月中に実施する予定。

・H27.3.31に出水校区カルタ50セット納品、小学校、コミセン等に配付。
・H27.6.7に出水小2年生の児童・保護者、地域住民約100名が参加した出水校区カルタ大会
を実施。
・H27.8.12に帯山西校区カルタ制作業務委託企画（コンペ）審査会実施。H27.818契約。
H27.10.30納品予定。
・一新校区、黒髪校区、砂取校区カルタについては、制作業務委託契約に 向け、読み札案
と絵札案を整理しているところ。

・H27.3.3～自治会・校区自治協議会等にチラシを配布し、募集開始。H27.5.29 の〆切まで
に、予算総額1,000千円に対し、7団体956千円の企画提案があった。
・H27.6.30に審査委員5名による審査会実施し、全団体採択された。

11月19日から１月にかけてアクティブシニアとして活動したい人を対象に４回の研修を実施。
第２回目については、中央区で地域活動をしている方からのお話、その後、参加者との意見
交換会を計画している。第３回目は地域活動を実際体験していただく予定。広報は、１１月
号の市政だよりとちらしを配布している。

平成27年度は、夏祭り等の事業にも補助金を活用できるよう、募集の〆切を
2ヶ月前倒ししたものの、周知期間が短く、3年連続で応募総額が予算額を下
回った。しかし、審査委員からは、斬新で先駆的な事業が多いとの評価もいた
だいたので、平成28年度に向け、様々な方法で各種団体に周知していきたい。

将来的には地域主体で実施する予定であるが、来年度も支援の継続が必要と
思われる。徐々に負担金を減らすことも検討しながら、地域主体のお祭りへと
繋いで行きたい。

12月3日に出水南校区歴史文化の会と共同開催でまち歩きを実施予定。
いくつかの団体で、事業実施の協議を行っているが、関係者の同意や協力が必要であり実
施時期等は未定。

事業実施における支援の方法や対象とする団体を検討し、継続して実施予定。
まち歩きマップの作成も検討している。

要望の状況をみながら、事業内容について検討する。第1回を10月11日に白山校区で、第2回を10月18日に砂取校区で実施。第３回を1月17日に
白川校区で実施予定。

予算を伴う事業としては平成27年度で終了予定。研修で学んだことを活かし、
各校区の特性に応じて作成したマップを活用しながら、まちづくり活動を推進し
ていく。

平成26年度作成した町内割入電子地図を活用し、7月末から10月にかけて研修会を開催し
ている。19校区から民生委員等206名の申し込みがあり、現在、基礎コース（113名参加）と
応用コース（168名参加）が終了したところである。子育て・高齢者マップ作成コースでは地域
の特色に応じたマップ作成方法を学び、校区ごとのまちづくり活動に活用する。

　区民研修会を開催。あいうべカード、ベロタッチカードを配布するとともに、親しみや
すく、楽しめる啓発グッズを作成し、保育園、幼稚園、小学校での「あいうべ体操」「ベロ
タッチ」の普及を図る。
　また、隊員の育成及び資質向上のため、定期的な研修も実施。27年度で募集中の食
の思い出エピソードをとりまとめ、冊子として作成する。

6月20日、21日、応援隊隊員育成研修会を開催（13校区32名育成）。第1回区民講演会を7月5日に開
催（126名参加）。その後、「ベロタッチ音頭」を作成し、隊員の活動により、10月11日出水南校区の体
育祭で披露。活動要請が増えたため、他の活動との差別化を図る必要から「音頭」用の法被と「ベロ
タッチ指導」用のジャケットを作成した。
　また、現在、『食の思い出エピソード』を募集中、11月の講演会に向けた準備会議を開催。入隊希
望・問合せがあるため、隊員基準の見直しと定期的なベロタッチ研修を検討中。

中央区まちづくり懇話会12

2
区だより
（方向性：①②③④）

3
中央区・校区カルタ制作事業

（方向性：①②）

4
中央区お宝探検事業
（方向性：①②）

5
井手の魅力再発見事業【新規】

（方向性：①②③④）

6
アクティブシニア増殖プロジェクト

（方向性：①②③④）

7
地域コミュニティづくり支援補助金

（方向性：①②③④）

8
校区の町内割入電子地図の作成と活用

（方向性：③④）

事業名 事業の進捗状況

1
みんなのまちづくり情報発信事業

（方向性：①②③④）

中央区内のまちづくり活動や魅力を取り上げ、これまでまちづくりや地域との接点のなかっ
た人も興味を引くような雑誌を制作し、中央区内の公共施設のほか、郵便局、病院、美容院
などに設置。平成26年度から５号「つなぐ」、６号「きずく」とテーマを設定し、取材。平成27年
度は、７号「そだてる」を９月発行、８号「かたる」を２月頃に発行予定。

11
中央区防災キャラバン
（方向性：④）

9
水前寺賑わいづくり支援事業

（方向性：②）

平成27年度の「水まち水前寺にぎわい祭り」の日程は11月7日、8日の二日間、戸井の外公
園と水前寺成趣園参道の二会場での実施予定。順延の場合は一日で開催する事となり、順
延日は11月15日(日）の予定。8月24日、10月19日に実行委員会が開催され、実施に向けて
検討・準備中。

10
食べて、話して、繋がろう中央区【新規】

（方向性：④）

方向性１～きらりとひかる品格ただようまちをつくる                   　   方向性３～ほっとできる安全で安心なまちをつくる
方向性２～わくわくがあふれる活力と賑わいのあるまちをつくる 　    方向性４～いきいきと暮らせる健やかなまちをつくる

平成２８年度の事業見通し

H27.5.29の第9回中央区校区連絡会議で、引き続き「校区カルタ」を制作したい
校区を募集していることを周知し、向山校区から相談があっている。併行して、
「中央区カルタ」制作を進める。

引き続き、アンケートも参考にしながら継続して発行していきたい。発行時期、
発行回数等は検討する。

平成27年度の実施状況をみながら、事業継続を含め検討する。

平成27年度は大井手をテーマとした学習会「大井手の楽校」やまち歩き等を順次開催
・8/31（金）第１回大井手の楽校：大井手についてのワークショップ開催
・10/27（火）第2回大井手の楽校：大井手を守る会より講話、次回まち歩きの楽しみ方
・11/28（土）第3回大井手の楽校：地元小学生及び申込参加者100名で大井手のまち歩き
・12/6（日）第4回大井手の楽校：まち歩き後の報告会・マップ作成ワークショップ
・1/29（金）第5回大井手の楽校：シンポジューム「大井手を活かしたまちづくり」開催
・3月予定第6回大井手の楽校：大井手の楽校の事業としての本年度まとめ

平成28年度も継続して、大井手の魅力をさらに発信していきたい。大井手につ
いて、地域の子供たちや近隣住民、関係団体への環境学習の教材（パンフレッ
ト・リーフレット等）の作成も検討する。

年2回の発行を継続していく予定。平成27年度中央区だより5号は7月に発行。6号は10月より制作を開始し、12月中旬より発行
予定。


